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                                 平成 27 年４月 30 日 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさとに学び  ふるさとを大好きに！ 

 

                                      氷見市教育総合センター 

                                                         所 長 谷内口 まゆみ 

 

 教育文化センターの３階から明るい春の海が

見えます。そんなとき、忘れられない一節が心

に浮かんできます。 

 名誉市民 安部精二氏の言葉です。 

 ふるさとを思い、氷見の子供たちを思い、昭

和 25 年の旧小久米小学校への図書寄贈を皮切

りに市内の小中学校に図書等を贈り続けられま

した。かつて、道徳の自作資料の中で、ふるさ

とを思う心や、そのひたむきな生き方に学んだ

ことを懐かしく思い出します。 

 思えば、これまで赴任したどの学校にも、そ

れぞれに素晴らしい地域の宝がありました。 

 旧赤毛小での大木にちなんだムクロジ学習。

集会活動や民話劇等、全校で行うダイナミック

な活動は、小規模校の子供たちに、やればでき

るという自信を付けたように思います。 

 旧岩瀬小での地域に伝わる歌「せせらぎ」や、

岩瀬の豊かな自然を盛り込んだ音楽活動。体験

を通して郷土愛を育んだように思います。 

 明和小での藤箕作りや雅楽の演奏。地域の宝を守

り続ける人々の生き方に学びました。 

 小さな学校の大きな花壇！旧一刎小での花壇

栽培活動では、愛校心や思いやり、粘り強さを

培いました。 

 朝日丘小では、春夏秋冬、子供たちと出かけた朝

日山。四季折々の鮮やかな自然の色に魅了され

ました。久目小での歴史ある串柿作りやブルー

ベリーの摘み取り体験等々…。 

 子供たちと共に地域の魅力に浸りながら、自

分自身が、興味・関心を高め、学校や地域が大

好きになっていきました。 

 「ふるさとに学び ふるさとを大好きに！」 

 氷見の教育基本方針には、真っ先にこのフレ

ーズが掲げられています。これから世界に羽ば

たいていく子供たちに、ふるさと氷見への誇り

と愛着を育み、生きる土台をしっかりと築いて

ほしいとの思いが込められているのでしょう。 

       あなたの学校の魅力は何ですか。 

       地域の宝は何ですか。 

 各学校におかれましては、ぜひ、ふるさとを

学び楽しむ環境づくりに努めていただきたいと

願っています。 

 教育総合センターでは今年度、「ふるさと学

習資料」作りに取り組みます。子供たちがふる

さと氷見への理解を深め、夢や希望をもって、

地域の一員としてたくましく生きていく一助に

なればと願っています。 

2７年度 氷見市教育総合センターだより 第１報 

メールアドレス       kyouikukenkyu@city.himi.lg.jp 

ホームページアドレス http://www.city.himi.toyama.jp/hp/menu000000500/hpg000000416.htm  

 

 

 

  …高岡から雨晴に出ると、潮騒の音とともに、

なだらかでやさしいふるさとの山々が目に入ります。

氷見だなと思うと同時に、なぜか胸が高鳴るの

です。キトキトの魚を味わい、温かな人情に触れ

……ふるさとには、私を引きつけて離さないものが

あるのでしょう。 

 私はこんなふるさとに感謝し、命ある限り訪ね

続けて、私なりに役に立ちたいと願っています。 

           氷見市民広報(H2.8) 
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平成２７年度 教育総合センターの主な事業のお知らせ 

 今年度は、下記のとおり事業及び研修会等を予定しています。有意義な成果が上がるよう皆様のご理

解とご協力をお願いします。 

Ⅰ 教職員研修事業 

 １ 教育相談等コーディネータースキルアップ

研修会 

① ユニバーサルデザインによる児童生徒へ

の支援 

② 多様な支援を要する児童生徒の実態と組

織的な対応 

③ 豊かな心を育む道徳の授業改善 

④ チームによる支援の実践研究発表 

 ２ 学力向上研修会 

  ① 学習習慣づくりに向けた課題と対策 

  ② 授業改善と授業技術の共有化 

    （３大学連携による教員研修会） 

  ③ 学力向上と学級づくり（QU 調査の活用） 

  ④ 学力向上実践発表 

 ３ ICT 活用力向上研修会 

  ① 地域素材の教材化による授業改善 

  ② デジタルコンテンツを活用した授業改善 

  ③ ICT 活用と情報モラル 

  ④ 実践発表 

 ４ 幼・保・小連携教育研修会 

 ５ 生徒指導研修会 

 ６ ふるさと学習研修会 

 ７ 外国語活動研修会 

 ８ 教育セミナー 

  ① 第１回教育セミナー(８月 21 日) 

  ② 第２回教育セミナー(８月 24 日) 

 ９ 仲間に学ぶ研修会 

  10 学校経営研修会  

 

Ⅱ 調査研究事業 

 １ チーム支援推進委員会（委員６名） 

２ 学力向上推進委員会（委員６名） 

 ３ 「ふるさと学習資料」作成委員会 

（委員 10名）     

Ⅲ 「心のケア」推進事業 

 １教育相談 

 ２適応指導教室（あさひ） 

 ３教育相談等コーディネータースキルアップ

研修、生徒指導に関する研修 

 ４「氷見市いじめ防止基本方針」に基づく取組 

Ⅳ 国際理解教育推進事業 

 １ 外国語及び外国語活動に関する業務 

 

Ⅴ 学校評価推進事業 

 １ 自己評価の実施・公表 

 ２ 学校関係者による評価の実施 

 ３ 自己評価と学校関係者評価の結果の収集 

 

Ⅵ 教育サービス事業 

 １ 教育サービス  

① 教育資料の収集・提供、図書コーナー 

の充実 

  ② 広報活動による情報の提供 

  ③ 研究・研修の援助 

  ④ 生徒指導等に関する相談 

⑤ 科学作品展 

⑥ 教育論文・実践記録の募集・表彰 

⑦ 自主研修の補助 

２ 教科書展示会（市立図書館で展示） 

３ 宿泊学習・修学旅行等期間中の指導員の派

遣 

 

Ⅶ その他の事業 

 １ 氷見の学力向上フロンティア事業 

拠点校（十二町小、久目小、海峰小、西

部中）の設置 

 ２ 小中連携教育推進事業 

 ３ 「ひみっ子夢と希望」きらめき推進事業 
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運営委員会、調査研究事業の委員会紹介 

＜運営委員会について＞ 

教育総合センターでは、センターが行う事業運営について審議し、他の教育研究諸団体との連絡調整

を図り、センターがその目的を達し得ることができるように設置された委員会です。第１回の運営委員

会が４月２１日（火）に開催され、貴重なご意見をいただきまし

た。できる限りご意見を取り入れて運営していきたいと考えてい

ます。 

運 営 委 員 （敬称略） 

・委 員 長 浦山  博 （比美乃江小学校長 小学校長会会長） 

・副委員長 稲積 玲子 （南部中学校長 中学校長会会長） 

・委  員 竹越 順子 （上庄小学校長 小学校教育研究会会長） 

・委  員 鎌仲 徹也 （北部中学校長 中学校教育研究会会長） 

・委  員 扇谷 孝代 （十三中学校教頭 小・中学校教頭会会長） 

・委  員 松島健一郎 （西部中学校 小・中学校教務主任会会長） 

・委  員 森田 智子 （宮田小学校 若手・中堅教員） 

・委  員 米田 哲郎 （窪 小学校 若手・中堅教員） 

・委  員 焼田ちあき （北部中学校 若手・中堅教員） 

・委  員 本江信一郎 （西條中学校 若手・中堅教員） 

＜調査研究事業について＞  

今年度の調査研究事業として「チーム支援推進委員会」「学力向上推進委員会」「ふるさと学習資料作

成委員会」を立ち上げて研究推進を行い、先生方の教育指導の援助になればと考えています。皆様のご

理解とご協力をお願いします。 

 

チーム支援推進委員会 

 

[主な活動内容]  

・チーム支援体制構築の周知と充実 

・チーム支援(特別支援)実践事例の 

共有 

・実践事例リーフレットの作成 

 

 

[メンバー] 

｛◎委員長、○副委員長 敬称略｝ 

◎光安 淳子(海峰小学校教頭） 

○山崎 里美(朝日丘小学校) 

・瀬戸 佳美(窪小学校) 

・浦  武司(速川小学校) 

・狩野美智代(北部中学校) 

・黒田雄一郎(西條中学校) 

 

学力向上推進委員会 

 

[主な活動内容] 

・教科指導系統表に基づく、乗り入

れ授業と授業改善 

・児童生徒の学習習慣づくりの進進 

・全国学力・学習状況調査の分析 

・実践事例リーフレットの作成 

 

[メンバー] 

｛◎委員長、○副委員長 敬称略｝ 

◎金原 礼子(久目小学校教頭)

○荒屋 夕香(比美乃江小学校) 

・澤村  梢(窪小学校) 

・宮林 次美(十二町小学校) 

・柳澤 拓哉(十三中学校) 

・坂下  恵(西條中学校) 

 

「ふるさと学習資料」作成委員会 

 

[主な活動内容] 

・「ふるさと学習資料」の作成 

・資料に関するデジタルコンテンツ

の収集と整備 

※富山大学、博物館等との連携 

・授業における ICT 活用推進 

・「ふるさと学習資料の活用」作成 

[メンバー] 

｛◎委員長、○副委員長 敬称略｝ 

◎荒屋  誠(西部中学校教頭) 

○干場耕太郎(北部中学校) 

・有澤由美子(比美乃江小学校) 

・表  克昌(宮田小学校) 

・小栗 千佳(湖南小学校) 

・川岸 和史(上庄小学校) 

・船場 涼介(明和小学校) 

・飯山真貴子(灘浦小学校) 

・森谷 信久(南部中学校) 

・松本 富昭(灘浦中学校) 

「授業力向上の必要を感じている。若手がた

くさん増え、声かけしていきたい」 

☆ 

「QU 調査についての講演会が計画されてい

るので、事前に研修する機会があればよい」 

         ☆ 

「ICT 活用に関して、校務のネットワーク環

境のセキュリティーを充実してはどうか」 

         ☆ 

「３、４年生が使用できる絵本のような英語

教材があればよいのではないか」 

         ☆ 

「小中連携で TT による授業を行う時、略案

を一緒に考える機会をもてるとよかった」等 
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平成 27年度 スタッフ紹介   よろしくお願いします！ 

職  名 氏  名 主 な 担 当 事 務 

所 長 谷内口 ま ゆ み 総括・管理・計画・運営・ふるさと教育・指導員の派遣等 

生活指導主事 堀 江  優 一 生徒指導・教職員研修・SSW の派遣・ALT の勤務派遣等 

教 育 専 門 員  山 﨑 外 美 雄 学力向上・小中連携教育・教育実践記録（論文）等 

指 導 主 事 清 水 誉 志 子 小中連携教育・学校評価・幼保小連携・広報・教育図書等 

教育相談訪問員

指 導 員 

田 中  順 一 

粂   加 奈 子 

教育相談・適応指導教室「あさひ」通室児童生徒の指導と援

助・専門機関との連携等 

事 務 能 登 真 里 奈 予算及び決算・旅行命令簿・文書収発及び整理保管等 

外 国 語 指 導 

助 手 

ジョセリン・ボートナー  アンドレア・スペイン 

テレル・ウオーリン  ブレンダン・スウィーニー 

エリック・ベイラー 

 

小中学校の外国語授業の補助 

国際交流 

 

ソーシャルスク

ールワーカー 

（市派遣 SSW） 

木 林 美 知 子 

飯 田  郁 美 

干 場  弘 美 

家庭訪問等による相談活動  

学校、家庭、関係機関等との連携、ネットワークの構築 

保護者や教職員に対する支援、相談、情報提供等 

※ ご要望に基づき宿泊学習・修学旅行等期間中の保健業務に関して、粂指導員を派遣します。 

教育関係図書について 

 教育総合センターでは、各種の教育関係図書や教科書等を保管しています。また、下記の月刊雑誌等

も取り揃えて閲覧や貸し出しを行っています。ぜひご活用ください。 

 

   ・初等教育資料（東洋館出版）     ・中等教育資料（学事出版） 

    ・総合教育技術（小学館）       ・月刊教職研修（教育開発研究所） 

    ・月刊生徒指導（学事出版）      ・月刊学校教育相談（ほんの森出版） 

    ・道徳教育（明治図書）        ・指導と評価（日本図書文化協会） 

    ・内外教育（時事通信社）       ・教育委員会月報（第一法規） 

  

※ 各種機関発行の紀要や報告書や CD・DVD 等も保管しています。学校配布済みの「収蔵教育資料目 

録」を参考にしてください。なお、事前に電話申し込みをいただければ、用務員や事務員の方等の

代理でも貸し出しができます。 

 

図書紹介 

 

 

「指導と評価」・・・（特集）コンピテンシーと２１世紀型能力 

          （連載）QUで学級づくりと学力向上     

「月刊生徒指導」・・子どものつながりとトラブル ～ケータイとSNS～ 

「月刊教職研修」・・（特集１）校長・教頭に求められる学校のリスク・マネジメント 

（特集２）「道徳科」の改正ポイントと無理のない先行実施・評価の方法 

 

 


